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町内外から訪れた大勢の方々が、約２０００本の竹灯籠によって作り出された幽玄な世界に魅了されて
いました。日本各地で竹灯籠まつりなどが開催されていますが、水と緑の自然景観を生かした湿生
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広報なかい6月号　2

効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
め
ざ
し
て　

　
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本
理理理理理理理理理理
念念念念念念念念念念

◆ 
基
本
理
念

　

行
政
改
革
の
目
的
は
、
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
挙
げ
、
住
民
の
福
祉
の
増

進
に
努
め
る
と
い
う
地
方
自
治
運
営
の
基

本
原
則
に
基
づ
き
、
町
民
が
安
心
し
て
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
中
井
町

第
五
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
町
の
将
来
像

で
あ
る
「
水
と
緑
、
人
が
き
ら
め
く　

住

ん
で
み
た
い
ま
ち
」
を
実
現
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
基
本
に
立
ち
、
次
の
４
項
目

を
基
本
理
念
と
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
と

人
的
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、
地
方
分

権
時
代
に
対
応
で
き
る
一
層
効
果
的
・
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

【
1
】
事
務
事
業
の
効
率
化

　

事
務
事
業
の
全
般
に
わ
た
っ
て
、
事
務

の
見
直
し
と
事
務
手
続
の
簡
素
化
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
て
、

電
子
自
治
体
を
構
築
し
ま
す
。

【
2
】
行
政
組
織
の
適
正
化

　

地
方
分
権
の
進
展
に
あ
わ
せ
て
、
自
己

決
定
、
自
己
責
任
の
も
と
に
、
柔
軟
で
機

動
的
な
行
政
組
織
を
つ
く
り
ま
す
。

　

ま
た
、職
員
定
数
の
適
正
化
と
あ
わ
せ
、

職
員
の
資
質
の
よ
り
一
層
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

【
3
】
財
政
基
盤
の
確
立

　

税
収
等
の
確
保
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
使
用

料
・
手
数
料
な
ど
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
削
減

と
そ
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
民
間
活
力
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
経
常
経
費
の
抑
制
、
補
助
金
の
整
理
・

合
理
化
等
に
よ
り
健
全
な
財
政
運
営
を
行

い
ま
す
。

【
4
】
施
策
評
価
の
確
立

　

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
よ
り

有
効
で
効
果
的
な
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、「
計
画
策
定→

実
施→

検
証→

見
直

し
」
の
評
価
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
、
施
策

の
進
行
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
基基基基基基基基基基
本本本本本本本本本本
方方方方方方方方方方
針針針針針針針針針針

◆ 
基
本
方
針

【
1
】
事
務
事
業
の
見
直
し

①
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
等
の
推
進

　

常
に
事
務
の
見
直
し
と
事
務
手
続
の
簡

素
化
を
図
る
と
と
も
に
、
効
果
的
・
効
率

的
な
事
業
手
法
の
選
択
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
工
事
の
入
札
・
契
約
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
情
報
の
公
開
な
ど
、
更
な
る
適

正
化
に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

町
で
は
、
平
成

年
度
に
第

　

町
で
は
、
平
成　

年
度
に
第

１４１４

三
次
中
井
町
行
政
改
革
大
綱
を

三
次
中
井
町
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

策
定
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
積
極

解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
積
極

的
に
行
政
改
革
の
推
進
に
努
め

的
に
行
政
改
革
の
推
進
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
平
成

年
度
を

て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
度
を

１７１７

も
っ
て
計
画
期
間
が
終
了
す
る

も
っ
て
計
画
期
間
が
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
危
機
意
識
と
改
革

こ
と
か
ら
、
危
機
意
識
と
改
革

意
志
を
も
っ
て
、
よ
り
一
層
積

意
志
を
も
っ
て
、
よ
り
一
層
積

極
的
な
行
政
改
革
の
推
進
に
取

極
的
な
行
政
改
革
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
、
平
成

り
組
ん
で
い
く
た
め
、
平
成　
２１２１

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
た

第
四
次
中
井
町
行
政
改
革
大
綱

第
四
次
中
井
町
行
政
改
革
大
綱

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
を
策
定

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
を
策
定

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

庶
務
課　

庶
務
班
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3　広報なかい6月号

②
民
間
委
託
等
の
推
進

　

行
政
自
ら
が
担
う
役
割
の
重
点
化
に
努

め
る
た
め
、
事
務
事
業
の
民
間
委
託
に
努

め
ま
す
。
公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

③
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
の
推
進

　

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
は
、
行
政
と
し

て
対
応
す
べ
き
必
要
性
、
費
用
対
効
果
、

経
費
負
担
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
証

し
、
整
理
合
理
化
に
努
め
ま
す
。

【
2
】
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

施
策
や
事
務
事
業
の
ま
と
ま
り
に
対
応

し
た
組
織
、
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
な
対

応
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
意
思
決
定
・
対
応

が
で
き
る
組
織
と
な
る
よ
う
不
断
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

【
3
】
定
員
管
理
及
び

　
　
　
　

給
与
等
の
適
正
化

①
定
員
管
理
の
適
正
化

　

事
務
事
業
の
整
理
、
組
織
の
合
理
化
、

職
員
の
適
正
配
置
と
と
も
に
、
民
間
委
託

等
の
推
進
や
地
域
協
働
の
取
組
な
ど
に
よ

り
、
職
員
数
を
削
減
し
ま
す
。

②
給
与
の
適
正
化

　

職
務
・
職
責
や
勤
務
実
績
に
応
じ
た
適

切
な
給
与
体
系
を
構
築
し
ま
す
。
諸
手
当

に
つ
い
て
、
総
合
的
に
点
検
・
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

③
福
利
厚
生
事
業
等
の
適
正
化

　

福
利
厚
生
事
業
、
休
暇
制
度
等
に
つ
い

て
総
合
的
に
点
検
・
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

【
4
】
人
材
育
成
の
推
進

　

人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定
し
、
分
権

型
社
会
の
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
職
員
の

人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
能
力
・

実
績
を
重
視
し
た
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
す
。

【
5
】
公
正
の
確
保
と

　
　
　
　

透
明
性
の
向
上

　

住
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
公
正

の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

情
報
公
開
条
例
や
行
政
手
続
条
例
の
適
切

な
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

【
6
】
電
子
自
治
体
の
推
進

①
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
十
分
留

意
し
た
上
で
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
推
進
や
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
等
の
利
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

②
庁
内
電
子
化
の
推
進

　

庁
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
に
よ
り
、
行
政
情
報
の
共
有
化
を

図
り
、
事
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
と
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
7
】
効
率
的
な

　
　
　

行
財
政
運
営
の
確
立

①
効
率
的
な
行
財
政
運
営

　

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
執
行
と
町

民
へ
の
わ
か
り
や
す
い
公
表
を
行
う
た

め
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
や
会
計
分
析
手

法
を
導
入
し
ま
す
。

　

税
負
担
の
公
正
確
保
の
必
要
性
か
ら
徴

収
率
の
向
上
等
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
納

付
機
関
を
拡
大
し
ま
す
。

②
受
益
者
負
担
の
適
正
化

　

使
用
料
・
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
受
益

者
負
担
の
原
則
を
基
本
に
、
不
公
平
感
の

な
い
適
正
な
負
担
に
配
慮
し
た
額
を
設
定

し
ま
す
。

③
公
共
施
設
等
の
効
率
的
活
用

　

子
育
て
支
援
、
地
域
活
動
、
生
涯
学
習

な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
施
設
整

備
の
課
題
に
対
し
て
は
、
既
存
公
共
施
設

等
を
効
果
的
・
効
率
的
に
活
用
し
ま
す
。

④
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全
化

　

経
営
の
総
点
検
を
行
い
、
更
な
る
経
営

健
全
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
地
方
公
社
の
経
営
健
全
化

　

引
き
続
き
経
営
の
健
全
化
に
取
り
組
み

ま
す
。 

【
8
】
協
働
に
よ
る

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

住
民
や
住
民
団
体
な
ど
が
公
共
的
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
お
う
と
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
主
体
に
対
す
る

援
助
や
活
動
場
所
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施
計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画

◆ 
実
施
計
画

　

８
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
そ
の
項

目
ご
と
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
及

び
実
施
年
度
に
つ
い
て
、
実
施
計
画
と
し

て　

項
目
を
定
め
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

５７
で
い
き
ま
す
。

http://www.town.nakai.kanagawa.jp/

行政改革大綱の内容及び実施計
画の詳細については、町ホーム
ページに掲載しています。
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今
後
ま
す
ま
す
加
速
す
る
高
齢
化
社
会
に
備
え
、
よ

り
持
続
性
の
あ
る
介
護
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
に
、

平
成　

年
４
月
に
大
幅
な
制
度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１８

　

改
正
前
の
制
度
で
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
の

サ
ー
ビ
ス
体
系
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま

た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
悪
化
し
な
い
よ
う
に
、

新
た
に
介
護
予
防
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
体
系
が
確
立

さ
れ
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
支
え
る
中
核
機
関
と
し

て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

保
健
福
祉
課　

高
齢
介
護
班　
　
　

　

�（
８
１
）５
５
４
８

問合せ

高齢者や家族等　

業務③　
権利擁護、虐待防止・早期発見　
～高齢者の権利擁護のために～　
高齢者虐待への対応や認知症などによる
消費者被害の防止、成年後見制度の活
用促進を図ります。　

業務②　
総合相談支援　
～様々な問題を解決するために～　
高齢者やその家族などからの様々な相
談を受け、適切なサービスにつなげます。　
相談の内容によって、必要に応じて、関
係機関への紹介をします。　

業務④　
包括的・継続的マネジメント　
～いつでも必要なサービスが　
　提供されるために～　
地域のケアマネジャーの指導や後方支
援などをします。　

業務①　
介護予防ケアマネジメント　
～適切な介護予防のために～　
●要支援・要介護に該当しない方の介
護予防事業（地域支援事業という。）
の計画作成や効果の評価をします。　
●要支援1・2と認定された方の介護予
防サービス（新予防給付という。）のケ
アプラン作成や効果の評価をします。　

相
談
等　

社会福祉士　

専門職が連携して　
対応します　

保健師等　主任ケアマネジャー　

地域包括支援センターの主な業務　

私たち専門職員が　
連携して、主に　
4つの業務に　
取り組みます!!

介
護
予
防

介
護
予
防
の
拠
点
拠
点　
介
護
予
防
の
拠
点　

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
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括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
をををををををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設

☆
中
井
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
でででででででででででででででででででで
のののののののののののののののののののの
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
をををををををををををををををををををを
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

〜
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支
援
し
ま
す
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

　

町
で
は
、町
社
会
福
祉
協
議
会
に
運
営
を
委
託
し
、

「
中
井
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
し
ら
さ
ぎ
内
に
開
設
し
ま
し
た
。
社
会
福

祉
士
や
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
専
門
職
が
、

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
様
々
な
相
談
・

支
援
、
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　

●
中
井
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�（
8
1
）
2
2
6
1
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介護予防ケアマネジメントの流れ　

要支援１・２の方

新予防給付
　
　要介護へと状態が悪化しないように、また
は状態が改善していくように、介護保険の介
護予防サービスを利用できます。

　①連絡　　　　　　　　　　　
　要介護認定において、要支援１または要支
援２と認定され、認定結果通知が届いたら、
「地域包括支援センター」に連絡します。

　②相談　　　　　　　　　　　
　利用者と相談し、利用できるサービスの内
容説明などを行います。

　③作成　　　　　　　　　　　
　利用者や家族と相談しながら、利用者の希
望や状態に応じた「介護予防ケアプラン」を
作成します。

　④利用　　　　　　　　　　　
　介護予防ケアプランにそって介護予防サー
ビスを利用します。

　⑤評価・見直し　　　　　　　　
　一定期間後に、効果を評価し、必要に応じ
てプランを見直します。

要支援・要介護に該当しない方

地域支援事業
　
　介護や支援が必要となるおそれのある方
は、できる限り介護が必要とならないように、
町が行う介護予防事業を利用できます。

　①選定　　　　　　　　　　　
　生活機能が低下していて、介護が必要とな
るおそれがある高齢者を様々な方法で早期に
把握し、町が対象者を選定します。
●基本健康診査の生活機能評価などによっ
て把握

●主治医や民生委員などの関係機関からの
連絡で把握

●保健師等の訪問活動などによる実態把握
●要介護認定における非該当者の把握
●本人や家族からの相談

　②相談　　　　　　　　　　　
　生活環境や心身の状態をチェックし、現在
の状況や課題を説明します。

　③作成　　　　　　　　　　　
　利用者や家族と相談しながら、利用者の希
望や状態に応じた「介護予防支援計画」を作
成します。

　④利用　　　　　　　　　　　
　介護予防支援計画にそって介護予防事業を
利用します。
■運動器の機能向上
■栄養改善
■口腔機能の向上
■閉じこもり予防・支援
■認知症予防・支援
■うつ予防・支援

　⑤評価・見直し　　　　　　　　
　一定期間後に、効果を評価し、必要に応じ
て計画を見直します。

健診健診をを受受けて、けて、介護予防介護予防にに生生かしましょうかしましょう
　介護予防の第一歩は、介護や支援が必要となるおそれ
のある状態を早期に発見し、見過ごさないことです。
　早期発見の一つの方法として、町の基本健康診査の中
に、今年度より、日々の生活を維持していくための心身の
能力等をチェックする「生活機能評価」を追加しています。
　65歳以上の方は、自分の生活状況や健康状態を把握し、
健康管理や介護予防に生かすためにも、年に一度は基本
健康診査を受けましょう。



広報なかい6月号　6

ここここここここここここここここここここ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななななななな
危危危危危危危危危危危危危危危危危危危危
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
もももももももももももももももももももも
ああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

こ
ん
な
危
険
性
も
あ
り
ま
す

　

路
上
駐
車
が
多
い
地
域
は
、
逃
走
用
の
車

を
隠
す
の
に
好
都
合
な
た
め
、
犯
罪
者
が
紛

れ
込
み
や
す
い
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
家
の
前
だ
か
ら
」、「
ち
ょ
っ
と
の

時
間
だ
け
だ
か
ら
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
で

路
上
駐
車
を
す
る
こ
と
が
、
犯
罪
者
を
身
近

に
呼
び
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
か

ね
ま
せ
ん
。
面
倒
で
も
車
を
駐
車
場
に
入
れ

る
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
駐
車
車
両
へ
の
追
突 

　

違
法
駐
車
は
、
あ
る
は
ず
の
な
い
場
所

に
車
が
止
め
て
あ
る
の
で
、
大
変
危
険
で

す
。
特
に
夜
間
は
、
駐
車
車
両
に
気
付
く

の
が
遅
く
な
る
た
め
、
ブ
レ
ー
キ
が
間
に

合
わ
ず
追
突
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

②
駐
車
車
両
の
陰
か
ら
出
て
き
た
人
や
自

転
車
、
車
へ
の
接
触 

　

駐
車
車
両
は
、
そ
の
先
の
視
界
を
さ
え

ぎ
る
た
め
、
飛
び
出
し
な
ど
に
よ
る
交
通

事
故
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

駐
車
車
両
に
よ
っ
て
通
路
を
ふ
さ
が
れ
た

歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
が
、
車
道
に
出

て
き
て
車
と
接
触
す
る
な
ど
の
事
故
も
お

き
て
い
ま
す
。

駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
両両両両両両両両両両両両両両両両両両両両
がががががががががががががががががががが
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原
因因因因因因因因因因因因因因因因因因因因
でででででででででででででででででででで
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
のののののののののののののののののののの
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

駐
車
車
両
が
原
因
で
発
生
す
る
交
通
事
故
の
パ
タ
ー
ン

自宅　

P

車　

平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら　

違
法
駐
車

違
法
駐
車　

の
取
締
り
が　

変
わ
り
ま
す　
違
法
駐
車　

違
法
駐
車
は
、　

違法駐車の危険性を
再確認してください

松
田
警
察
署　

�（
８
２
）０
１
１
０

問
合
せ

☆
駐
車
監
視
員
と
は
…

　

法
律
で
定
め
ら
れ
た
考
査
に
合

格
し
て
駐
車
監
視
員
資
格
を
取
得

し
た
人
で
、
警
察
署
長
か
ら
取
締

り
の
委
託
を
受
け
た
法
人
に
所
属

し
、
放
置
駐
車
違
反
の
確
認
や
確

認
標
章
の
取
付
け
な
ど
の
仕
事
を

行
う
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
た

だ
し
、
駐
車
監
視
員
が
駐
車
違
反

の
切
符
を
作
成
し
た
り
、
金
銭
の

徴
収
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。 ����

http://www.police.pref.kanagawa.jp/

※駐車監視員の詳細については、
神奈川県警察のホームページに
掲載されています。

車は駐車場に止めましょう！
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火
災
の
発
生
に
素
早
く
気
づ
き
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
傷
者

の
減
少
を
図
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

設
置
時
期

○
新
築
住
宅

　

平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
設
置

１８

○
既
存
住
宅

　

平
成　

年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置

２３

　

設
置
場
所

○
寝
室
や
子
ど
も
部
屋
（
臨
時
で
寝
室

と
す
る
客
間
は
含
み
ま
せ
ん
。）

○
階
段
、
廊
下
な
ど
（
部
屋
の
配
置
や

形
態
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

　

警
報
器
の
種
類

　

煙
式
と
熱
式
が
あ
り
、
寝
室
、
階
段
、

廊
下
な
ど
に
は
煙
式
の
警
報
器
を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。（
熱
式
の
警
報
器
は
台

所
な
ど
の
火
を
使
う
場
所
に
適
し
て
い

ま
す
。）

　

設
置
方
式
と
し
て
は
、
天
井
用
、
壁

面
用
が
あ
り
ま
す
。

　

天
井
用　
　

壁
面
用

　

電
源
は
、電
池
式
と
家
庭
用
電
源（
Ａ

Ｃ
１
０
０
Ｖ
）
式
が
あ
り
、
電
池
式
警

報
器
は
、電
池
交
換
が
必
要
に
な
る
と
、

音
や
ラ
ン
プ
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

 

　

販
売
取
扱
店

　

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
家
電
販
売
店
、

防
災
業
者
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

※
値
段
は
５
千
円
〜
１
万
円
程
度
で

す
。

※
購
入
の
際
は
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」（
日
本

消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
合
格
証
）
を

目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　 警報器の取り付け位置 　　　　　　　　

ＮＳマーク

悪質な訪問販売にご注意！
　消防署や町役場では、火災警報器の販売や業者への販売委託
を行うことはありません。次のような悪質な訪問販売には、く
れぐれもご注意ください。
①「設置には特別な資格が必要」と言って、法外な値段を提示
してくる。（自分で簡単に取り付けられる機種もあります。）

②「今すぐに取り付けなければならない」などと言って、購
入を強引に勧める。（既存住宅には、5年間の適用猶予期間
があります。）

※住宅用火災警報器の訪問販売は、クーリングオフの対象に
なっています。

●足柄消防組合消防本部予防課
　�（７４）６６６３
　http://www.ashigara-fd.jp

●住宅用火災警報器相談室
　�０１２０（５６５）９１１
　（平日の９～１２時、１３時～１７時）

問
合
せ

▼通常の壁面からの取付位置▼通常の壁面からの取付位置　

　火災警報器の中心を　火災警報器の中心を　
　壁から　壁から60cm60cm以上以上　
　離します。　離します。　

▼通常の壁面からの取付位置　

　火災警報器の中心を　
　壁から60cm以上　
　離します。　

▼エアコンなどの吹き出し口付近の取付位置　

　換気扇やエアコンの　
　吹き出し口から　
　1.5m以上　
　離します。　

天井から15～50cm　
以内に火災警報器　
の中心がくるように　
取り付けます。　

▼梁などがある場合の取付位置　

　　火災警報器の　
　　中心を梁から　
　　60cm以上　
　　離します。　

〈天井の場合〉　

〈壁面の場合〉　

60cm以上　 60cm以上　

50cm
15cm

設置可能範囲　

1.5m以上　
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４
月　

日
（
土
）
五
所
八
幡
宮
で
、
例

２９

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
例
大
祭
は

「
か
な
が
わ
の
ま
つ
り　

選
」
に
選
ば
れ

５０

て
い
る
伝
統
行
事
で
す
。

　

今
年
は
、
途
中
雨
が
降
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
肌
寒
さ
が
残
る
中
で
の
お
祭
り
と
な

り
ま
し
た
が
、
例
大
祭
の
見
所
で
あ
る
紅

白
２
基
の
御
輿
の
川
入
り
や
、
半
分
形
・

田
中
・
藤
沢
・
宮
本
の
４
基
の
山
車
に
よ

る
五
所
宮
囃
子
の
競
演
、
全
国
的
に
も
珍

し
い
貴
重
な
民
俗
芸
能
で
あ
る「
鷺
の
舞
」

な
ど
を
目
当
て
に
、
大
勢
の
見
物
客
が
訪

れ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
祭
り
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
御
輿
の
川
入
り
の
時

間
が
迫
る
と
、
旭
橋
の
周
辺
は
見
物
客
で

溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

掛
け
声
と
と
も
に
、
急
な
石

段
を
一
段
一
段
下
り
る
御
輿

� ����������������������������������

　

試
合
前
に
は
、
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
の
選
手

に
よ
る
ミ
ニ
野
球
教
室
や
写
真
撮
影
会
が

行
わ
れ
、
プ
ロ
選
手
と
の
交
流
の
場
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
試
合
の
裏
で
は
、
中
井
中
学

校
野
球
部
が
活
躍
。
試
合
前
の
両
チ
ー
ム

の
練
習
時
間
に
は
球
拾
い
な
ど
を
し
、
試

合
中
は
バ
ッ
ト
ボ
ー
イ
や
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ

を
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、
始
球
式
で
は
同

野
球
部
の
津
坂
剛
男
君
が
マ
ウ
ン
ド
に
上

が
り
、
見
事
に
大
役
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
６
日
（
土
）
中
井
中
央
公
園
野
球

場
で
、
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
公

式
戦
「
湘
南
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
対
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
球
場

に
は
、
約
２
千
人
が
観
戦
に
訪
れ
、
内
野

ス
タ
ン
ド
席
は
満
席
と
な
り
、
内
・
外
野

芝
生
席
で
も
、
多
く
の
親
子
連
れ
や
少
年

野
球
チ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
が
プ
ロ
野
球

観
戦
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
試
合
は
、

両
チ
ー
ム
通
算
で
ヒ
ッ
ト　

本
、
本
塁
打

２５

も
２
本
飛
び
出
し
、　

－

４
で
ジ
ャ
イ
ア

１３

ン
ツ
が
勝
利
し
ま
し
た
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
に
沸
く
ス
タ
ン
ド

試
合
前
に
行
わ
れ
た
ミ
ニ
野
球
教
室
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４
月　

日
（
日
）
井
ノ
口
公
民
館
で
、『
子
ど
も
読
書

２３

の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム　

な
か
い
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ＩＮ

会
場
に
は
約
１
０
０
名
の
親
子
な
ど
が
集
ま
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
紙

芝
居
と
い
っ
た
「
お
は
な
し
会
」
や
、
小
学
校
な
ど
で

実
施
さ
れ
て
い
る
「
本
の
読
み
聞
か
せ
」、
本
を
使
っ
て

様
々
な
ゲ
ー
ム
を
す
る
「
読
書
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
」
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
読
書
の
お
も
し
ろ
さ
や
様
々
な

楽
し
み
方
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

近
年
、子
ど
も
の
読
書
離
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

読
書
は
、
子
ど
も
の
思
考
力
を
育
む
う
え
で
大
切
で
あ

り
、
心
も
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
や

っ
て
く
る
梅
雨

の
季
節
、
子
ど

も
た
ち
も
家
の

中
で
過
ご
す
時

間
が
増
え
て
き

ま
す
。
ご
家
族

で
ち
ょ
っ
と
し

た
時
間
を
利
用

し
て
、
ま
ず
は

本
を
一
冊
手
に

取
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

� �������������������������������
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������	
����

��������	
��
　

　３月に札幌市で行われた第３回全国スポーツ少年団
バレーボール交流大会で、中井ジュニアが第３位の成
績を収めました。
　同大会には各都道府県の代表４８チームが出場し、神
奈川代表の中井ジュニアは、予選リーグ６試合すべて
を２－０のストレート勝ちで決勝トーナメントへ進出
しました。決勝トーナメントでは、準々決勝でもスト
レート勝ちを収めましたが、準決勝でフルセットの末、
惜しくも勝利を逃しました。今大会はベスト４以上の
試合がすべてフルセットとなる大接戦で、中井ジュニ
アにとっては、まさに紙一重の第３位入賞となりまし
た。

�����������	

��������
　

　全国少年野球大会の地区予選大会が４月に行われま
した。今年度のヘロンズは、新人選手が多く、選手数
も少ない状況でしたが、チームワークで試合に挑み、
子供たち一人ひとりが出来ることを全力でやった結
果、見事に決勝まで進出し、堂々の準優勝を飾りまし
た。
　なお、ヘロンズでは新会員を募集しています。練習
は各自のレベルに合わせて行い、野球の技術だけでな
く『チームワーク』や『礼儀』なども身につくように、
丁寧な指導をしています。
　さあ、元気な子供たち　大空の下で一緒に野球をや
ろう！
　○問合せ　関野監督　�８１－２３５８
　　　　　　杉本会長　�８１－０７８９
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題名「芙蓉」
坂西桂子（久所）
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改善センター図書室  � ８１－３９０７ 井ノ口公民館図書室  � ８１－３３１１

「もしも、私があなただったら」
 白  石  一 文   （光文社）
しら いし かず ふみ

６年前に会社を辞め、郷里の
博多に戻ってきた藤川啓吾。
小さなバーを経営する現在の
彼には、どうしようもない孤
独と将来への漠たる不安があ
るだけだった。そんな彼のも
とへ、ある日、会社時代の親

友の妻・美奈が突然訪ねてくる。ほろ苦い過去を引き
ずりながら再会した啓吾に、美奈は驚くような相談を
持ちかけてきたのだった。

「若年期認知症
－本人の思いとは何か」

( 社 )呆け老人をかかえる家族の会
（かもがわ出版）

先頃封切られた渡辺謙主演の
「明日の記憶」でも取り上げ
られた若年期認知症。「身体は
元気もう１度働きたい」－け
れど次に自分がしなければな
らないことさえわからない。

そんな認知症の本人が語る意味を考え、これからのケ
アのあり方に「一石」を投じる１冊。
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練
習
日　

毎
週
木
、
日

　
　
　
　

午
後
７
時
半
〜
９
時

場　

所　

中
村
小
学
校
体
育
館

問
合
せ　

加
藤　

�（
８
１
）１
８
０
１

　

白
鷺
が
舞
い
、
雲
雀
が
さ
え
ず
る
田

畑
や
、
大
気
と
水
を
浄
化
す
る
森
林
と

い
っ
た
中
井
町
の
美
し
い
自
然
は
、
子

孫
に
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
町
の
財
産

で
す
。
そ
の
中
井
町
の
自
然
を
愛
し
、

自
然
の
中
で
生
活
し
て
い
る
動
植
物
と

共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
健

康
も
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
思
い
を
致

し
た
私
た
ち
は
、
町
の
自
然
と
ふ
れ
あ

い
、
慈
し
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

こ
の
会
を
作
り
ま
し
た
。

　

春
に
は
野
草
を
食
す
る
会
や
野
鳥
観

察
会
、
夏
に
は
星
を
観
る
会
や
蛍
鑑
賞

会
、
秋
に
は
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
の

芋
煮
会
で
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
行
政
と
協
力
し
て
「
蛍

の
里
づ
く
り
」
に
挑
戦
。『
蛍
公
園
が

蛍
の
飛
ぶ
公
園
に
！
』
を
目
指
し
、
同

公
園
内
の
ザ
リ
ガ
ニ
捕
り
や
川
の
管
理

を
し
て
、
町
で
減
少
し
て
い
る
原
種
の

蛍
を
守
り
な
が
ら
、
６
年
間
、
蛍
の
幼

虫
飼
育
を
し
て
蛍
を
飛
ば
し
て
い
ま

す
。
毎
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

町
内
外
の
人
た
ち
が
蛍
の
舞
を
見
に
来

て
感
激
さ
れ
る
姿
は
、
１
年
間
の
苦
労

が
報
わ
れ
る
瞬
間
で
す
。

　

中
井
町
の
宝
物
と
し
て
、
蛍
公
園
に

蛍
が
い
つ
ま
で
も
舞
っ
て
く
れ
る
よ

う
、
行
政
や
町
民
の
皆
さ
ん
が
見
守
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●
団
体
に
関
す
る
問
合
せ

　

諏
訪
部
淳
子　

�（
８
１
）１
３
６
６

�
�
�
�
�
�
�
	


�

﹇
中
井
町
の
自
然
と
ふ
れ
あ
う
会
﹈

会
長　

町
田 
隆
弘
（
境
原
）

ボランティア活動や町事
業への協力など、地域で
活躍している団体を紹介
します。

Ｖｏｌ．2

　

掲
載
を
希
望
す
る
団
体
は
、
企
画
課
企
画
調
整
班

　
　
　
　

�（
８
１
）１
１
１
２
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

北
友
は
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
チ
ー

ム
で
す
。
少
な
い
人
数
で
初
心
者
も
多

い
で
す
が
、
一
つ
の
ボ
ー
ル
を
落
と
さ

な
い
よ
う
必
死
で
追
い
か
け
て
い
ま

す
。
練
習
は
、夜
の
一
時
間
半
で
す
が
、

パ
ス
や
レ
シ
ー
ブ
の
基
本
練
習
か
ら
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
ま
で
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
い
き
ま
す
。
日
頃
の
家
事
や
育
児
を

ひ
と
と
き
忘
れ
て
、
健
康
の
た
め
に
身

体
を
動
か
し
、
気
持
ち
い
い
汗
を
か
き

ま
せ
ん
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
試
合
も
あ
り
ま
す
。
最

初
は
、
訳
が
わ
か
ら
ず
不
安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
が
、
ゲ
ー
ム
が
進
む
と
次
第

に
熱
く
な
っ
て
き
ま
す
。
拾
え
な
か
っ

た
ボ
ー
ル
が
拾
え
た
時
、
サ
ー
ブ
が
決

ま
っ
た
時
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
見

学
だ
け
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、一
度
、

練
習
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
�
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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平成１８年５月１日現在（前月比）

世帯数　　３，２７３世帯（＋１６）

人　口　 １０，１６４人　（＋１４）

　男　　　５，１６５人　（＋５）

　女　　　４，９９９人　（＋９）

　　町　県　民　税　　　第１期分
　　国民健康保険税　　　第２期分
　　上下水道使用料　　　４・５月分

納期限は６月３０日（金）です

☆お支払いは便利な口座振替をご利用ください

※本誌は古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。

　竹灯籠の夕べは、昨年より町内で行われている「あしがら
竹林再生事業」の一環として、開催されました。
　同事業は、荒廃した竹林の整備と活用を通して、町内外の
人々の交流と自然とのふれあいを目的にしています。

『あしがら竹林再生事業』今後の事業予定
　主催：日本の竹ファンクラブ
　協力：神奈川県足柄上地域県政総合センター、中井町
�参加者を随時募集しています。

※『あしがら竹林再生事業』全般に関する問合せ
　神奈川県足柄上地域県政総合センター　森林保全課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�（83）5111
　中井町役場　経済課　�（81）3902

竹林整備＆栗拾い９月１６日（土）
平成１８年

竹林整備＆みかん狩り１１月２６日（日）
竹林整備＆竹炭焼き２月１８日（日）

平成１９年
竹林の間伐＆しいたけのホダ木づくり３月１８日（日）

参加申込み・問合せ先
日本の竹ファンクラブ　中井町担当事務局（黒澤）�０４６３（８８）５１９３

竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯籠籠籠籠籠籠籠籠籠籠竹灯籠ののののののののののの夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕べべべべべべべべべべ夕べ
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��������������
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�����


